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(57)【要約】
【課題】接続されるビデオスコープに適した画像信号処
理回路を、煩雑な作業を伴わずに自動構築する。
【解決手段】ビデオスコープ１０内にコンフィギュレー
ションデータを格納したメモリ１７Ａ、１７Ｂを設け、
プロセッサ２０には、ＦＰＧＡによってプログラミング
構築される画像信号処理回路２２を設ける。そして、ビ
デオスコープ１０がプロセッサ２０に接続されると、Ｐ
ＡＬ方式、もしくはＮＴＳＣ方式に対応したコンフィギ
ュレーションデータをプロセッサ２０に送信し、画像信
号処理回路２２を構成する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像素子を有するビデオスコープと、
　前記ビデオスコープに接続され、前記撮像素子から読み出される画素信号を処理する画
像信号処理回路を有するプロセッサとを備え、
　前記ビデオスコープが、
　コンフィギュレーションデータを格納するメモリと、
　前記ビデオスコープが前記プロセッサに接続されると、コンフィギュレーションデータ
を前記プロセッサへ送信するデータ通信制御部とを有し、
　前記画像信号処理回路が、ＰＬＤ（Programmable Logic Device）を有し、前記コンフ
ィギュレーションデータに基づいてプログラミング構築されることを特徴とする内視鏡装
置。
【請求項２】
　前記メモリが、複数の映像関連規格に応じて、複数のコンフィギュレーションデータを
格納する複数のメモリを有し、
　前記データ通信制御部が、前記プロセッサの映像関連規格を判別し、前記プロセッサの
映像関連規格に対応するコンフィギュレーションデータを前記プロセッサへ送信すること
を特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記メモリが、第１のＴＶ映像規格に応じた第１コンフィギュレーションデータを格納
する第１メモリと、第２のＴＶ映像規格に応じた第２コンフィギュレーションデータを格
納する第２メモリとを有し、
　前記データ通信制御部が、前記プロセッサの映像規格を判別し、前記プロセッサの映像
規格に対応する第１もしくは第２コンフィギュレーションデータを前記プロセッサへ送信
することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記データ通信制御部が、前記プロセッサの映像関連規格を判別するＩ／Ｏポートを有
し、
　前記複数のコンフィギュレーションデータのうち送信されていないコンフィギュレーシ
ョンデータが格納されたメモリに対し、接続されているビデオスコープに関するデータが
格納されることを特徴とする請求項２に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　撮像素子と、
　コンフィギュレーションデータを格納するメモリと、
　前記撮像素子から読み出される画素信号に対して画像信号処理を行う画像信号処理回路
を備えたプロセッサに接続されると、コンフィギュレーションデータを前記プロセッサへ
送信するデータ通信制御部とを備え、
　前記画像信号処理回路が、ＰＬＤ（Programmable Logic Device）を有し、前記コンフ
ィギュレーションデータに基づいてプログラミング構築されることを特徴とする内視鏡装
置のビデオスコープ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スコープによって器官内壁などの被写体を撮像し、観察画像をモニタに表示
可能な内視鏡システムに関し、特に、プログラミングによって処理機能が設定される画像
信号処理回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子内視鏡装置では、先端部に撮像素子を設けたビデオスコープにおいて画像信号処理
が実行可能であり、撮像素子から読み出される画素信号を処理する画像信号処理回路がビ
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デオスコープ内に設けられている。画像信号処理回路は、Ｒ、Ｇ、Ｂ信号などのビデオ信
号を生成し、プロセッサへ出力する。
【０００３】
　診断対象、用途等に応じて画像信号処理機能を変更するため、ＦＰＧＡ（Field Progra
mmable Gate Array）などのプログラミング設定変更可能な画像信号処理回路をビデオス
コープ内に設けることができる。そこでは、プロセッサ内のＲＯＭ等のメモリにあらかじ
め複数のコンフィギュレーションデータを格納する。そして、プロセッサに接続されたビ
デオスコープのＦＰＧＡは、ユーザの所望する処理内容に応じたコンフィギュレーション
データによって画像信号処理回路をプログラミング構築する（特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－０６５８７１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ビデオスコープにおける画像信号処理内容は、ビデオスコープ自身の特性（例えば、撮
像素子の解像度）、映像規格などによって異なる。そのため、同じ機能をもつ画像信号処
理回路をプログラミング構築する場合においても、接続可能なビデオスコープの種類に合
わせてコンフィギュレーションデータを数多く用意し、あるいは、コンフィギュレーショ
ンデータの内容を、ビデオスコープ接続に合わせて変更する必要がある。
【０００６】
　したがって、煩雑な作業を伴うことなく、ビデオスコープとプロセッサとの間の接続関
係から、所望の画像信号処理機能を実現させる画像信号処理回路を容易に構築することが
求められる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の内視鏡装置は、撮像素子を有するビデオスコープと、ビデオスコープに接続さ
れ、撮像素子から読み出される画素信号を処理する画像信号処理回路を有するプロセッサ
とを備え、ビデオスコープが、コンフィギュレーションデータを格納するメモリと、ビデ
オスコープがプロセッサに接続されると、コンフィギュレーションデータをプロセッサへ
送信するデータ通信制御部とを有する。
【０００８】
　本発明では、プロセッサにおいて、回路書き換え可能なＰＬＤ（Programmable Logic D
evice）によって構成される画像信号処理回路が設けられている。例えば、ＦＰＧＡなど
によって画像信号処理回路が構成される。そして、画像信号処理回路の動作内容は、接続
するビデオスコープのコンフィギュレーションデータに基づいて設定される。
【０００９】
　コンフィギュレーションデータは、例えばＨＤＬなどにより記述されたプログラムリス
トによって表現されるデータ構造あるいはそれに準じるものを示し、例えば、物理レベル
でのネットリスト、論理レベルでのスキーム、シナリオなどがある。コンフィギュレーシ
ョンデータによって画像信号処理回路がプログラミング構築され、処理動作内容が決定さ
れる。
【００１０】
　本発明では、例えば内視鏡装置の出荷時において、ビデオスコープにコンフィギュレー
ションデータをメモリに格納する一方、撮像素子からの画素信号に対する画像信号処理を
実行する画像信号処理回路をプロセッサに設けている。これにより、ビデオスコープ特性
に合わせた画像信号処理回路が、ビデオスコープ接続に合わせてプロセッサ内にプログラ
ミング構築される。新たなコンフィギュレーションデータを備えたビデオスコープが接続
されると、そのビデオスコープ特性に合わせた画像信号処理回路が構築可能となる。
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【００１１】
　画像信号処理動作内容を設定するコンフィギュレーションデータは、同じ機能を果たす
動作処理であっても、プロセッサに定められた映像規格によってはその内容が異なる。例
えば、ＮＴＳＣ、ＰＡＬ方式によってコンフィギュレーションデータは異なる。
【００１２】
　したがって、ビデオスコープには、複数の映像関連規格に従い、複数のコンフィギュレ
ーションデータを格納する複数のメモリを設けるのが望ましい。この場合、データ通信制
御部は、プロセッサの映像関連規格を判別し、プロセッサの映像関連規格に対応するコン
フィギュレーションデータをプロセッサへ送信する。
【００１３】
　例えば、ＴＶ映像規格の場合、第１のＴＶ映像規格（ＮＴＳＣなど）に応じた第１コン
フィギュレーションデータを格納する第１メモリと、第２のＴＶ映像規格（ＰＡＬなど）
に応じた第２コンフィギュレーションデータを格納する第２メモリを設けるようにすれば
よい。データ通信制御部は、プロセッサの映像規格を判別し、プロセッサの映像規格に対
応する第１もしくは第２コンフィギュレーションデータをプロセッサへ送信する。
【００１４】
　たとえば、Ｉ／ＯポートによってＴＶ映像規格を判別すると、ポート状態がその後変更
されることはない。すなわち、ビデオスコープは以降特定の映像規格にしか対応しない。
よって、複数のコンフィギュレーションデータのうち送信されていないコンフィギュレー
ションデータを格納しているメモリに、ビデオスコープに関するデータ（撮像素子の種類
など）を格納し、メモリを有効利用するのが望ましい。
【００１５】
　本発明の他の局面におけるビデオスコープは、撮像素子と、コンフィギュレーションデ
ータを格納するメモリと、撮像素子から読み出される画素信号に対して画像信号処理を行
う画像信号処理回路を備えたプロセッサに接続されると、コンフィギュレーションデータ
をプロセッサへ送信するデータ通信制御部とを備え、画像信号処理回路が、ＰＬＤ（Prog
rammable Logic Device）を有し、コンフィギュレーションデータに基づいてプログラミ
ング構築されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　このように本発明によれば、接続されるビデオスコープに適した画像信号処理回路を、
煩雑な作業を伴わずに自動構築することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本実施形態である内視鏡装置のブロック図である。
【図２】画像信号処理回路の動作設定処理を示したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下では、図面を参照して本実施形態である内視鏡システムについて説明する。
【００１９】
　図１は、本実施形態である内視鏡装置のブロック図である。
【００２０】
　内視鏡装置は、その挿入部分が体内へ挿入されるビデオスコープ１０と、プロセッサ２
０とを備え、ビデオスコープ１０はプロセッサ２０に着脱自在に接続される。ビデオスコ
ープは様々なタイプ、機種のビデオスコープが用意されており、内視鏡作業に合わせて所
定のビデオスコープ１０が選択的にプロセッサ２０に接続される。また、プロセッサ２０
には、モニタ５０が接続されている。
【００２１】
　プロセッサ２０は、ランプ３２を備え、ランプ３２から放射された照明光は、集光レン
ズ３１を介してビデオスコープ１０内に設けられたライトガイド１１に入射する。ライト
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ガイド１１に入射した光は、スコープ先端部１０Ｔから射出し、配光光学系１３を通じて
被写体（観察対象）に向けて照射される。
【００２２】
　被写体に反射した照明光は、スコープ先端部１０Ｔに設けられた対物レンズ１５によっ
て結像し、これにより被写体像がＣＣＤなどのイメージセンサ１２の受光面に形成される
。イメージセンサ１２では、１フレーム（フィールド）分の画像信号が所定のフレーム時
間間隔で読み出される。例えばＮＴＳＣ方式の場合、１／３０（１／６０）秒間隔、ＰＡ
Ｌ方式の場合、１／２５（１／５）秒間隔で読み出される。イメージセンサ１２には、Ｃ
ｙ、Ｙｅ、Ｇ、ＭｇあるいはＲ、Ｇ、Ｂから成る色要素をモザイク配列させた補色フィル
タが配設されている。
【００２３】
　読み出された一連の画素信号は、スコープコントローラ１６を介してプロセッサ２０の
画像信号処理回路２２へ送られる。画像信号処理回路２２では、画素信号に対するデジタ
ル化処理、さらには、ホワイトバランス処理（ゲイン処理）、ガンマ補正処理などの様々
な信号処理が施される。これにより、Ｒ、Ｇ、Ｂの画像信号が生成される。Ｒ、Ｇ、Ｂ画
像信号は、画像メモリ２４に一時的に格納された後、出力回路２７を経てモニタ５０へ出
力される。これにより、観察画像がモニタ５０に表示される。
【００２４】
　集光レンズ３１とライトガイド１１の間には、照明光量を調整する絞り３３が配置され
ている。調光回路３５は、画像信号処理回路２２から送られてくる輝度信号に基づいてモ
ータ３６を制御し、被写体像の明るさを適切な明るさで維持するように絞り３３が開閉す
る。
【００２５】
　ＣＰＵ、ＲＯＭ等を含むシステムコントロール回路２６は、タイミングコントローラ２
８、ランプ電源３４などへ制御信号を出力し、プロセッサ２０全体の動作を制御する。ま
た、システムコントロール回路２６は、フロントパネル２９のスイッチボタン（図示せず
）の操作を検出する。プロセッサの動作制御に関するプログラムはＲＯＭにあらかじめ格
納されている。システムコントロール回路２６は、ビデオスコープ１０内に設けられたス
コープコントローラ１６と相互通信し、様々なデータが受信、送信可能である。
【００２６】
　ビデオスコープ１０がプロセッサ２０に接続されると、プロセッサ２０からビデオスコ
ープ１０に電源が供給される。ＣＰＵ１５、ＲＯＭ（図示せず）を含むスコープコントロ
ーラ１６は、ＩＣチップで構成されており、ビデオスコープ１０の動作を制御するととも
に、プロセッサ２０との通信を行なう。また、ビデオスコープ１０には第１メモリ１７Ａ
、第２メモリ１７Ｂが設けられており、両方とも、ＥＥＰＲＯＭなど上書き可能な不揮発
性メモリによって構成される。
【００２７】
　プロセッサ２０の画像信号処理回路２２は、プログラミングによって設定変更可能なＰ
ＬＤ（Programmable Logic Device）によって構成されており、ここではＦＰＧＡが適用
されている。第１メモリ１７Ａ、第２メモリ１７Ｂには、画像信号処理回路２２をプログ
ラミング構築するために使用されるコンフィギュレーションデータが格納されている。
【００２８】
　コンフィギュレーションデータは、回路動作を設定する情報をもつデータであり、ＨＤ
Ｌなどによって記述されるプログラミングリスト、ネットリストなどがデータとして第１
、第２メモリ１７Ａ、１７Ｂに格納されている。第１メモリ１７Ａには、ＴＶ映像規格と
してＰＡＬ方式対応のコンフィギュレーションデータが格納されており、第２メモリ１７
Ｂには、ＮＴＳＣ方式対応のコンフィギュレーションデータが格納されている。
【００２９】
　ＩＣチップに実装されているスコープコントローラ１６のＣＰＵ１５には、Ｉ／Ｏポー
ト１９Ａ、１９Ｂが設けられている。スコープコントローラ１６は、Ｉ／Ｏポート１９Ａ
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、１９Ｂへのポート入力電圧のレベルに基づき、プロセッサの映像規格がＰＡＬ方式、Ｎ
ＴＳＣ方式いずれであるかを判別する。
【００３０】
　ビデオスコープ１０が出荷されるとき、あるいは、ビデオスコープ１０のメンテナンス
が行なわれたとき、ビデオスコープ１０とプロセッサ２０との接続を通じて画像信号処理
回路２２のプログラミング構築が行われる。以下、画像信号処理回路の処理動作設定につ
いて説明する。
【００３１】
　図２は、画像信号処理回路の動作設定処理を示したフローチャートである。ビデオスコ
ープ１０がプロセッサ２０に接続されると、自動的に開始される。
【００３２】
　ステップＳ１０１、Ｓ１０２では、Ｉ／Ｏポート１９Ａ、１９Ｂの入力電圧レベルによ
って、プロセッサ２０の映像規格がＰＡＬ方式であるか、あるいはＮＴＳＣ方式であるか
判断される。Ｉ／Ｏポート１９Ａ、１９Ｂへの入力電圧レベルは、プロセッサ２０の映像
規格に応じて決定される。
【００３３】
　プロセッサ２０の映像規格がＰＡＬ方式であると判断されると、第１メモリ１７Ａに格
納されたＰＡＬ用コンフィギュレーションデータが読み出され、プロセッサ２０へ送信さ
れる。プロセッサ２０では、送られてくるＰＡＬ用コンフィギュレーションデータに従い
、ＰＡＬ方式対応の画像信号処理回路２２が構築される（Ｓ１０５、Ｓ１０６）。
【００３４】
　一方、プロセッサ２０の映像規格がＮＴＳＣ方式であると判断されると、第２メモリ１
７Ｂに格納されたＮＴＳＣ用コンフィギュレーションデータが読み出される（Ｓ１０３）
。プロセッサ２０では、ＮＴＳＣ用コンフィギュレーションデータに従い、ＮＴＳＣ方式
対応の画像信号処理回路２２が構築される（Ｓ１０４）。
【００３５】
　ステップＳ１０７では、ビデオスコープの機種に関するデータの設定処理が行われる。
ここでは、第１、第２メモリ１７Ａ、１７Ｂのうちプロセッサ２０の映像規格に対応して
いなかったメモリを、スコープ特性（撮像素子のタイプなど）などに関するデータを格納
するメモリとして使用する。ユーザがキーボード操作などすることにより、使用されてい
ないコンフィギュレーションデータを格納したメモリにデータが上書きされる。
【００３６】
　このように本実施形態によれば、ビデオスコープ１０内にコンフィギュレーションデー
タを格納したメモリ１７Ａ、１７Ｂが設けられており、プロセッサ２０には、ＦＰＧＡに
よってプログラミング構築される画像信号処理回路２２が設けられている。そして、ビデ
オスコープ１０がプロセッサ２０に接続されると、ＰＡＬ方式、もしくはＮＴＳＣ方式に
対応したコンフィギュレーションデータがプロセッサ２０に送信され、画像信号処理回路
２２が構成される。
【００３７】
　ビデオスコープではなく、プロセッサに再構成可能な画像信号処理回路を設ける一方、
ビデオスコープにコンフィギュレーションデータ格納メモリを設ける、これにより、ビデ
オスコープをプロセッサに接続させると、そのビデオスコープに適した画像信号処理回路
が自動的に形成される。ビデオスコープ内に自身のコンフィギュレーションデータを用意
するため、コンフィギュレーションデータの変更等する必要がない。そして、ビデオスコ
ープに画像信号処理回路を設けないため、コストダウン可能となる。
【００３８】
　また、映像規格としてＰＡＬ方式もしくはＮＴＳＣ方式どちらのコンフィギュレーショ
ンデータを用意するため、出荷時にＰＡＬ方式もしくはＮＴＳＣ方式をビデオスコープに
設定することが可能となり、製造時に映像規格に分けてビデオスコープを完成させる必要
がなく、ビデオスコープ内にＰＡＬ用基板、ＮＴＳＣ用基板を設けずに基板を共有化する



(7) JP 2013-81696 A 2013.5.9

10

ことができる。
【００３９】
　さらに、ＰＡＬ方式、ＮＴＳＣ方式が設定されると、以降使用されることがないコンフ
ィギュレーションデータを格納するメモリには、ビデオスコープ機種データが格納される
。これにより、用意されたメモリを有効利用することができる。
【００４０】
　本実施形態では、ＦＰＧＡによって画像信号処理回路２２が構成されているが、他の形
式のＰＬＤでもよい。また、ビデオスコープとプロセッサとの接続時には、そのプロセッ
サの映像規格に適したコンフィグレーションデータを送信させてもよい。
【符号の説明】
【００４１】
　１０　ビデオスコープ
　１６　スコープコントローラ
　１７Ａ　第１メモリ
　１７Ｂ　第２メモリ
　１９Ａ、１９Ｂ　Ｉ／Ｏポート
　２０　プロセッサ
　２２　画像信号処理回路

【図１】 【図２】



(8) JP 2013-81696 A 2013.5.9

フロントページの続き

Ｆターム(参考) 4C161 AA00  BB00  CC06  DD00  FF06  FF45  GG01  LL02  NN01  NN05 
　　　　 　　        NN07  RR25  TT12  VV06  YY12  YY14 
　　　　 　　  5C054 CC07  EA05  EJ00  HA12 



专利名称(译) 内视镜装置

公开(公告)号 JP2013081696A 公开(公告)日 2013-05-09

申请号 JP2011224843 申请日 2011-10-12

[标]申请(专利权)人(译) 保谷股份有限公司

申请(专利权)人(译) HOYA株式会社

[标]发明人 秋野縁

发明人 秋野 縁

IPC分类号 A61B1/04 G02B23/24 H04N7/18

FI分类号 A61B1/04.372 G02B23/24.B H04N7/18.M A61B1/045.610 A61B1/045.613 A61B1/05

F-TERM分类号 2H040/CA11 2H040/GA02 2H040/GA10 2H040/GA11 4C161/AA00 4C161/BB00 4C161/CC06 4C161
/DD00 4C161/FF06 4C161/FF45 4C161/GG01 4C161/LL02 4C161/NN01 4C161/NN05 4C161/NN07 
4C161/RR25 4C161/TT12 4C161/VV06 4C161/YY12 4C161/YY14 5C054/CC07 5C054/EA05 5C054
/EJ00 5C054/HA12

代理人(译) 松浦 孝

其他公开文献 JP5856792B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：自动构建适合于要连接的视频示波器的图像信号处理电
路，而不与复杂的工作相关联。解决方案：视频示波器10包括用于存储
配置数据的存储器17A和17B，并且处理器20包括：图像信号处理电路
22，其编程由FPGA构成。当视频示波器10连接到处理器20时，对应于
PAL方法或NTSC方法的配置数据被发送到处理器20，并且构成图像信号
处理电路22。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/9a3b52b7-d141-4687-bc43-17ee90348053
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/048527533/publication/JP2013081696A?q=JP2013081696A

